
 

 

 

近年、日本では、海外から持ち込まれた輸入麻しん（はしか）にかかる方が増えています 

自分自身だけではなく、周囲の方を麻しん（はしか）から守るためにも、下記の対策をご検討下さい。 

 

 

 

手洗い、マスクのみでは予防できません。麻しんの予防接種が最も有効な予防方法です。 

 

 

 

  

 

 ★定期接種の対象者は無料で受けることができます。  

【定期接種の対象者】１歳児と小学校就学前の 1 年間（年長児）の方  

※ただし、定期接種の対象者でない場合は、自費負担での接種となります。 

 

◆麻しんは、麻しんウイルスが原因で発症する感染症です。 

◆麻しんウイルスの感染力は非常に強く、  

空気、飛沫（くしゃみ等のしぶき）、接触によって感染します。  

◆免疫の不十分な人が感染すると、ほぼ 100％発症します。  

◆症状は、高熱や全身の発疹、せき、鼻水、目の充血などです。  

◆潜伏期間は約 10～12 日です。 

◆肺炎、中耳炎、脳炎などの合併症を伴う場合があり、死亡例もあります。 

◆効果的な治療薬はないため、症状を抑える対症療法での治療が中心となります。 

 

 ◆麻しんが疑われる症状（発熱や咳、鼻水、目の充血、発疹等）がある場合は、事前に医療機関に電話連絡

した上で受診してください。医療機関へ移動される際は、周囲の方への感染を防ぐためにもマスクを着用し、

公共交通機関の利用を可能な限り避けてください。また、登園・登校、出社等は控えてください。 

 

 

 

<予防接種に関するお問い合わせ先> 

門司区保健福祉課  ℡331-1888   小倉北区保健福祉課   ℡582-3440   小倉南区保健福祉課 ℡951-4125       

若松区保健福祉課 ℡761-5327   八幡東区保健福祉課  ℡671-6881   八幡西区保健福祉課 ℡642-1444 

戸畑区保健福祉課 ℡871-2331   保健福祉局感染症医療政策課 ℡582-2090 

 

以下について確認しましょう！  

□今まで麻しんにかかったことがない方  

□麻しんの予防接種歴が不明な方 

 □麻しんの予防接種を１回しか受けていない方  

※該当する方は麻しんの予防接種をご検討ください。 


